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1 は じ め に

宮城県における水稲の10′ 当たり収量の伸びは,東北各

県に比べ,やや停滞傾向にある。この要因解析の資とする

ため,宮城県の水稲収量構成要素を,南部 ,中部,北部 ,

東部地帯別に,県平均に対比して検討した。

2 供試データ

宮城県の水稲作付面積の 8割に近いササニシキについて ,

農林水産省東北農政局統計情報部の水稲作況標本筆調査成

積から,昭和48年から62年までの15年間の収曇構成要素を

用いて検討した。

3 結果 及 び考 察

ササニシキの10● 当たり玄米重を昭和48年から62年まで

みると,県平均では豊凶の変動が大きいが上昇傾向を示し

ている。県平均に対比して地帯別にみると,南部は概ね県

平均を下回り,中部は常に県平均を下回っており変動も大

きい。北部は作付面積が多く,概ね県平均と同様であり変

動も小さい。東部は県平均を上回ることが多いが,低収と

なる年もあり変動がやや大きい。

表 1に収量構成要素を地帯別に県平均に対比して示した。

表 1 収量構成要素の比較 (ササニンキ )

1″ 当 た り 株 数
県平均 南部 中部 北部 東部
(:杉/″)0) (%) (%) (%)

1株当たり有効穂数
県平均 南部 中部 北部
鮨 /在 )ヽ  (%)   (%)   (%)

剌
⑪

1″ 当たり有効穂数
県平均 南部 中部 北部 東部
鶴 /紛   (%)  (%)  (%)  (%)

昭48～52①

53～57②

58～62③

CV(%)④

20 4     97    98   101   100

205    96   100   100   100

20 1    98    99   100   101

11   15  18  14  17

227    95    98   100   101

22 5   100    '9   100   103

248    98    98   101   102

35  84  90  92  78

466    92    95   100   101

461     96    98   100   104

499    91    96   101   103

78  83  84  86  69

1穂 当たり全 もみ数
ぐ立)   (%)  (%)  (%)  (%)

1″ 当たり全もみ数
(100粉   (%)   (%)   (%)   (%)

粗 玄 米 粒 数 歩 合

(%)   (%)  (%)  (%)  (%)

昭48～52①

53～ 57②

58～62③

CV(%)④

707   109   103   100    98

708   104   100   100    ,9

67.6   107   102    99    98

52  60  49  56  57

328    101    98   100    99

325    100    99   100   103

336     97    99   100   101

41  54  51  47  55

81 5   100   101    99   107

80 9     98   101   100    98

83 4   101    97   100   102

61  811  69  56 99
合

＞

歩

Ｇ

数

り

粒米
①

玄 合歩熟登

(%)   (%)  (%)  (%)  (%)

玄 米 千 粒 重

(夕)   (%)  (%)  (%)  (%)

昭48～ 52①

53～57②

58～ 62③

CV(%)④

87 7    '9    96   101    99

91 3    99    99   103   101

92 0   100    99   101    99

40  47  48  41  43

71 5    99    98   100   106

73 8    9'   100   101    99

76 7   101    96   101   102

74  94  84  76  96

20 4   100   100   100   100

20 2     99    98   100    99

20 7   100   100   100   100

26   35  36  26  30

注 1:① ,②,③の県平均は実数であり,南部,中部 ,北部,東部は県平均に対する百分率である。
2:④のCVは 15年間の変動係数である。

南部は県平均に比べ, 1″当たり株数がやや少なく, 1

株当たり有効穂数も少ないため, 1″ 当たり有効穂数が少

なく, 1穂 当たり全もみ数は多くなるものの, 1″当たり

全もみ数は並かやや少ない。粗玄米粒数歩合は並かやや低

く,玄米粒数歩合は並であるため,登熟歩合は並かやや低

く,玄米千粒重は並である。最近 5か年をみると1売当た

り全もみ数がやや少なく,やや収量が低い。

中部は県平均に比べ,177f当 たり株数が並かやや少な
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く, 1株当たり有効穂数もやや少ないため, 1イ当たり有

効穂数はやや少なく, 1穂当たり全もみ数はやや多くなる

ものの, 1″当たり全もみ数は並かやや少ない。粗玄米粒

数歩合及び玄米粒数歩合が並かやや低いため,登熟歩合は

並かやや低 く,玄米千粒重は並である。最近 5か年は粗玄

米粒数歩合が低下したため,登熟歩合が下がり低収となっ

ている。

北部は県平均に比べ,玄米粒数歩合がやや高いことを除

き,各収量構成要素ともはぼ同様であり変動も小さい。

東部は県平均に比べ, 1“当たり株数は並で, 1株当た

り有効穂数がやや多いため, 1″ 当たり有効穂数はやや多

く, 1穂 当たり全もみ数はやや少なくなるものの,1イ当
たり全もみ数は並かやや多い。粗玄米粒数歩合は上回る年

が多いが変動が大きく,玄米粒数歩合は並で,登熟歩合は

並かやや高く,玄米千粒重は並である。最近 5か年は粗玄

米粒数歩合がやや高く,登熟歩合が上がりやや収量が高く
なっている。

次に,10α 玄米重と各収量構成要素の相関関係をみた。

48年から62年までの15年間のすべての年のデータを用いる

と各地帯とも,1″当たり有効穂数及び 1″当たり全もみ

数等の数的収昌構成要素との相関は低く,登熟歩合等の質

的収量構成要素との相関が高い。これは県平均でみると48

年から62年まで, 1″当たり全もみ数が31、000粒から36、0

00粒程度と安定して確保され,比較的狭いレンジとなった

こととに加え,障害不稔の発生した年や,逆にかなり登熟

歩合の高くなった年が含まれたためと考えられた。

そこで冷害年で登熟歩合力]氏下した51,55年及び登熟が

非常に良好であった59年を除いた12年 FR3の データを用いて ,

地帯別に10`当たり玄米重と各収量構成要素の相関関係を

みたものが表 2である。県平均では10ι 当たり玄糸重と 1

席当たり全もみ数に有意な上の相関がみられ,登熟歩合と

はより高い相関がみられた。地帯別では,北部を除き10′

玄米重と1″当たり全もみ数に有意な正の相関はみられな

かった。しかし,10α 当たり玄米重と1ガ当たり粗玄米粒

数とは高い相関がみられ, 1″当たり粗玄米粒数と1″当

たり全もみ数には,中部を除き有意な正の相関がみられ ,
また,1″当たり全もみ数と1″ 当たり有効穂数に有意
な相関がみられた。北部では 1材当たり有効穂数と1澪当

たり粗玄米粒数に有意な相関がみられた。

表 2 10α 当たり玄米重との相関係数 (昭和51,55,S,年 を除く12年間 )

素 県 平 均 南 部東部部中部要

1″ 当 た り 株 数
1株当たり有効穂数

1席当たり有効穂数

1穂 当たり全 もみ数

1″当たり全もみ数

1イ当たり粗玄米粒数

粗 玄 米 粒 数 歩 合

1″当たり玄米粒数

玄 米 粒 数 歩 合

登 熟 歩 合

玄 米 千 粒 重

千 もみ 当 た り収 量

-02794

05019

04677

-02229

06860*

0 9760摯 **

06975拿

0 9637■ **

0 6583*

07693準 *

04706

0 8736***

03073   -00162
03184        0 3496

03863        00781

-01290    -01795

-03564

05641

05509

-02861

07116林

09638***

0 6606*

0 9634***

0 1787

0 '291*キ

04012

0 8450ホ **

-02470

0 4790

04'34

-01090

0 5686

0 8905***

06090*

0 9734**ネ

0 5729

0 7045*

05672

0 8192*摯

0 4756 0 4831

0773'*4  08766***

04164   04609
0 9469*ホ *     0 9848***

0 7507**      0 7638**

0 6847ホ        0 7291**

0 7237*ホ       03949

0 8404摯 **     0 8030**

4 ま  と  め

宮城県の水稲収量は登熟の良否に大きく影響を受けるた

め,登熟の安定向上を図ることが必要と考えられるが,同
時に, 1イ当たり有効穂数及び 1″当たり全もみ数を安定

して,よ り多く確保することも重要と考えられ,このこと

は年次ごとの 1“当たり全もみ数が最適籾数に達していな

いという報告からも考察される。特に籾数が足りない南部

あるいは登熟が不安定な中部は安定して籾数を確保する必

要があると考えられる。

注 1:*は 5%.*■ は 1%, ■**は 01%で有意である。
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